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Introduction

矮新星は間歇的なアウトバーストを繰り返す
天体で、そのアウトバーストは熱的不安定性
によって引き起こされるものだと考えられてい
る。

個々の天体について
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2011年にスーパーアウトバーストを起こした系
で、従来は激変星であることは判明していたが、
アウトバーストの報告はなされておらず矮新星る。

このアウトバーストがいつ起こるかは多くの場
合予測が困難であり、特にアウトバーストの
間隔が長い系では即時対応が求められる観
測所が必要である。特に、おおおぐま座SU型
矮新星スーパーアウトバーストと呼ばれる通
常より明るく長いアウトバーストを示す系であ

アウトバーストの報告はなされておらず矮新星
であることは明らかにされていなかった。アウト
バーストが発生したことを受けて、観測キャン
ペーンが行われた。

観測から周期0.054947日の通常のスーパーハ
ンプと周期0.054286日の早期スーパーハンプ
が得られた。
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この時期に捉えられたスーパーハンプ
の極大時刻から作成されたO-Cカーブ

常より明るく長いアウトバーストを示す系であ
るが、スーパーアウトバースト中にスーパーハ
ンプと呼ばれる周期変動を示すことが知られ
ており、この変動を観測するためには即時観
測と連続観測の両方ができる観測地点が強く
求められる。

近年、矮新星の連星系としてのパラメータを PNV J19150199+0719471
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この時期が重要である

近年、矮新星の連星系としてのパラメータを
知るために、スーパーアウトバースト初期にお
けるスーパーハンプ周期を用いることが非常
に有用であることが明らかにされつつある
（Osaki & Kato, 2012）。また、おおぐま座SU型
矮新星のサブグループであるや座WZ型矮新
星には、増光初期に早期スーパーハンプと呼
ばれる変動がみられることが知られており、合
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2013年5月に発見された矮新星で、観測キャ
ンペーンにより幅広いバンドと分光観測が行わ
れた。

0.05702日周期での早期スーパーハンプと
0.0580日周期の通常のスーパーハンプが観測
された。

ばれる変動がみられることが知られており、合
わせて観測することによって連成計の質量比
を見積もることが可能となる。しかし、これらの
変動現象が観測される時期は非常に限られ
ていることから、天候や観測者の確保の問題
からなるべく多くの観測点で連携を取る必要
性がある。
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1916年に爆発した新星と考えられてきたが、
2013年2月に再増光しているところが発見され、

早期スーパーハンプ（東広島天文台） 通常スーパーハンプ（東広島天文台）

また、早期スーパーハンプにおいては円盤の
3次元構造の変形が励起されていることが示
唆されている。このことから、多色バンドによっ
て早期スーパーハンプを観測することにより、
円盤の三次元構造を解明することも可能とな
る。

2013年2月に再増光しているところが発見され、
矮新星であることが発見された。その後の観
測によって、早期スーパーハンプが検出されて
観測が呼びかけられた。

早期スーパーハンプの振幅が非常に小さいこ
とから、比較的傾斜角の小さい系である可能
性が高い。

大学間連携においては、これまでに3天体に
ついて観測キャンペーンを執り行ってきた。

早期スーパーハンプ（石垣島天文台） 通常スーパーハンプ（石垣島天文台）


